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上越教育大学

名立地区公民館

春日謙信交流館

訓練！訓練！地震による火災発生！

議場から避難 議員防災士の消火訓練 議員の安否確認訓練
　議員や市長等の席にはヘルメッ
トと軍手が常備されており、それ
らを着用して避難しました。

　議員の安否確認をスムーズに行
うため、３か月に１度、スマートフォ
ンを使って訓練をしています。

　防災士議員連盟による初期消火
の訓練を行い、消火器の配置場所
や使用方法を確認しました。

今回議会としては初めての訓練ということですが、どのようなねらいがありましたか？
本会議中に災害が起きたときの初動対応を確認するためです。実は、議員には訓練の
内容をあえて詳しく伝えませんでした。いざというときは、突然来ますからね。

訓練の結果はどうでしたか？
議事の中断の流れや身の安全確保の手順などを確認し、議員一人ひとりが防災意識を
高めることができたと思います。今後も初動対応能力の向上に努めてまいります。

　11月5日・7日にご意見を聴く会を、11月6日に議員と気軽にトー
クを開催し、35 名の方から参加いただきました。今回の議員と気軽
にトークは上越教育大学で開催し、大学生からも参加いただいて、
市民と議員で活発な意見交換を繰り広げました。

ご意見を聴く会＆議員と気軽にトーク
Opinion Exchange Meeting

櫻
庭
広
報
広
聴
副
委
員
長

　本会議中に震度６強の地震が発生したこ
とを想定して、令和６年12月16日に避難
訓練を実施しました。議場で避難訓練をす
るのは今回が初めてです。市長等と共に、
いざというときの行動を確認しました。

渡邉議長にインタビュー！

議場で避難訓練
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令和６年度の補正予算などを審議する

12月定例会

補正予算
条例など

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

移管は下水道事業を民営化する第一歩なのか？
民営化は考えていない。

敷地売払価格 3,300 万円の算出方法は？
土地評価額から、建物解体撤去費
３億 4,208 万円を控除して決めた。

建物解体撤去費は妥当なのか。
直径 40cm、深さ 30mの基礎杭が 174 本
埋まっているため、高額になっている。

国県支出金等の還付額の不足分

能登半島地震被災家屋等の解体等支援
小学校  車椅子対応大規模改造

物価高騰による給食食材費の不足分

観桜会・謙信公祭第100回記念事業準備経費

7億 1,354 万円

3,140 万円
2,235 万円

8,962 万円

1,053 万円

＼そもそも／

補正予算って何？
当初予算
年度が始まる前の３月定例会で決まった、翌年度の予算のこと。

補正予算

補正予算の主な項目

12月定例会 ＋11億円

９月定例会 ＋17億円

６月定例会 ＋29億円

1,081億円

1,024億円

３月定例会

ガス水道局 都市整備部
（検討中）

環境部
（検討中）

下水道
（汚水）

下水道
（雨水）

都市整備部

浄化槽

下水道
（汚水）

下水道
（雨水） 浄化槽

旧観光物産センターが、健康診断・人間ドック受診施設に！

36 議 案 等 を 審 議

　３・６・９・12月に開催される定例会のうち、
12月定例会の内容をお届けします。12月定例会は、
主に補正予算を審議しました。12月定例会の流れ

市
長
に
よ
る
議
案
等
の
提
案
説
明

総
括
質
疑

　
提
案
さ
れ
た
議
案
等
に
対
し
議
員
が
質
疑

委
員
会
付
託

　
４
つ
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託

常
任
委
員
会

　
総
務
・
厚
生
・
農
政
建
設
・
文
教
経
済

　
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
審
査

一
般
質
問
（
関
連
記
事
10
ペ
ー
ジ
）

　
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
し
、

　
市
の
見
解
を
聞
く

委
員
長
報
告

　
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を

　
全
員
で
共
有

討
論
（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）

　
議
案
等
に
対
し
て
賛
成
か
反
対
か
を
表
明
し
、

　
同
調
を
呼
び
か
け
る

採
決
（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
）

　
議
案
等
の
可
否
を
決
定

観
桜
会
・
謙
信
公
祭
第
100
回
記
念
事
業
の

　
　
　
　
準
備
の
た
め
の
経
費
等
36
議
案
等
を
審
議

当初予算が決まった後に、何らかの理由で増額・減額したいときに
組まれる予算のこと。

　旧上越観光物産センターが、上越市から新潟県
けんこう財団に譲渡され、健康診断・人間ドックの
受診施設として使われる予定です。
●令和７年中に施設を改修予定
●令和８年１月から事業開始予定

■ 議員のＱ＆市のＡ ■ 　下水道事業が、市長部局からガス水道局に移管さ
れます。ガス水道事業を担っているガス水道局が、
下水道事業を所管することで、窓口や事務が一元化
され、市民サービスの向上や業務の効率化が図られ
るとしています。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

謙信公祭ゲスト招へい委託料 320 万円の具体的な内容は？
ゲスト出演交渉、ポスター撮影等の事前準備、ゲスト出演料などである。

ゲスト招へいを常態化する考えなのか。
主催する実行委員会は、その都度招へいの有無を検討するとしている。

　令和７年に高田城址公園観桜会と謙信公祭が第 100 回を迎えます。
それらの記念事業の準備経費を増額する補正予算が提案されました。

７ ６８ ３４５ ２ １本

会議

本

会議

本

会議

委

員会

本

会議

本

会議

本

会議

本

会議

下水道事業の所管がガス水道局に
01

観桜会・謙信公祭 100 回記念事業
03

旧上越観光物産センター
02

「上越アニバーサリーイヤー」
ロゴマーク
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子育て家庭の経済的負担の軽減は、
すべての家庭を対象とすべきでは？
子育て家庭全般に対する支援については、
児童手当拡充等で対応する。

地方創生の取組状況について

学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）の設置等の検討について

上越市犯罪被害者等支援条例（案）について

令和６年能登半島地震　津波災害対応の検証について 

上越市こども計画（案）の策定について

上越地域医療センター病院基本計画の見直しについて

上越市一般廃棄物処理基本計画の策定について

上越市道路整備計画の策定について

上越市消融雪施設整備計画の策定について

継続

継続

終了

終了

終了

終了

終了

終了

終了

総務

厚生

農政建設

文教経済

12月定例会では９件の調査を行いました。
調査を今後も継続するものと、今回で終了したものがあります。 所管事務

調査

議会はココに注目！
所 管 事 務 調 査

設置場所を諏訪小学校とした理由は？
閉校した学校の中で比較的新しく、
市域全体から通学しやすいためである。

能登半島地震の検証結果と今後の取組について報告を受けました。

地方創生に取り組む上で
市は何を最終目標にしているのか？
若者・子育て世代にとって「選ばれるまち」
「住み続けたいまち」を実現することである。

なぜ延期の判断がこの時期になったのか？
予算編成等の過程で、人件費等の高騰が著しく
改築に投資できる資金的余裕が見込めないと
判断したため。

診療報酬が少ないことが経営悪化の一因なので、
国に支援を要望すべきでは？
診療報酬の改定を国に要望している。

今回の災害を踏まえた地域防災計画の
見直しスケジュールは？
令和７年３月に県の計画が改定される
ので、市の計画は令和７年度中に見直す。

所
管
事
務
調
査
っ
て
な
ん
で
す
か
？

　
　 

常
任
委
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会
が
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査
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行
う
こ
と
で
す
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　上越市まち・ひと・しごと創生長期ビジョンが改
定、第３期総合戦略が策定されます。
●長期ビジョン（令和７年改訂版）
当市の人口の現状を分析し、目指すべき将来の方
向と人口の将来展望を示すもの。

●第３期総合戦略
当市における「まち・ひと・しごと創生」に向け
た目標、取組の方向性、具体的事業及び施策を総
合的かつ計画的に実施するために必要な事項をと
りまとめたもの。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

地方創生の取組状況
01

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■■ 議員のＱ＆市のＡ ■

上越地域医療センター病院基本計画の見直し
02

能登半島地震の検証
05

学びの多様化学校の設置
04

こども計画（案）の策定
03

　令和５年４月に施行したこども基本法の中で、市
町村は、こども計画の策定に努めることとされまし
た。当市では、子ども・子育て支援総合計画の計画
期間終了に合わせ、こども・若者、子育て施策の総
合的な指針として、こども計画が策定されます。
●基本理念：みんなで育むこどもの笑顔・輝く未来
●計画期間：令和７～ 11年度（５年間）

　学校に行きづらい、学校に行くことができない生
徒の実態に配慮した特別の教育課程を提供し、当該
生徒の学びの環境を整えるため、市では新たに学び
の多様化学校を設置するとしています。
●対象は中学生、1学年 6～ 8人程度
●閉校する諏訪小学校を活用する
●雄志中学校の分校とする
●令和８年４月から生徒受入開始

●議員／基本施策の子育て家庭の経済負担の軽減に
ついて、困窮層等に焦点が絞られているが、子育
てをするすべての家庭を支援すべきではないか。

●こども・子育て部／アンケートや聞き取りの中で
困窮層への支援の要望が多い。今後も継続して、
適切な支援内容を検討していく。

　老朽化した上越地域医療センター病院を令和11
年度末までに建て替えるとしていましたが、セン
ター病院の経営見通しや地域医療構想に係る議論
の動向などを総合的に勘案し、２年先送りするこ
ととされました。

津波の被害を受けた郷津海岸 

令和７年３月に閉校する諏訪小学校

上越地域医療センター病院国道８号茶屋ヶ原地先の土砂崩落現場 
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平原留美（つなぐ）
提案された内容は評価するが…

上野公悦（日本共産党議員団）
 願意をしっかりと受け止める

滝沢一成（無所属）
 ２年後の改築は信用できるのか

江口修一（久比岐野）
 リスク軽視は病院経営の破綻に

橋爪法一（日本共産党議員団）
 「雁木の高田」を守るために

宮越馨（無所属）
行政の不作為だ

山本佳洋（市民クラブ）
  働き方の改善を！

宮越馨（無所属）
 手を打てなかった市長の責任

髙橋浩輔（みらい）
甚だしい唐突感は否めない

石田裕一（みらい）
  地域の声を聞かないと…

平良木哲也（日本共産党議員団）
  改築、待ったなし！

　市民の幸福と生活の質向上を目
指した事業を評価するが、中川市
長の答弁には誤解を招く持論が含
まれていた。行政トップとしての
考えをしっかりと組織内で共有し
てから答弁するよう申し添える。

　未来を担う子どもたちが健やか
に育ち学ぶことを第一に考え、教
職員は懸命に頑張っている。請願
者の願いを汲み取り、関係機関に
つないでいきたい。

　市長の不手際だ。事後報告では
なく、議会と議論できる機会をつ
くるべきだった。市長は「２年後
の改築を約束する」と発言したが、
市長の言葉はいつものとおり、あ
まりにも軽い。

　赤字の見通しが明らかなまま建
設を急ぐことは、医療サービスの
質の低下や経営破綻を招きかねな
いことから、現時点での建設決行
は現実的ではないと考える。

　建物を無償譲渡するのではな
く、雁木を残すなどの条件をつけ
るべきだ。また、活用方法を市民
に公募しておらず、市内部での協
議も不足していることから、白紙
に戻して、公の施設としての可能
性を探るべきである。

　将来の上越市のリーダーとなる
人材を育成するためにも、教育に
力を注ぐべきである。そのために、
教職員の働き方の改善と教えの質
の向上を図らなければならない。

　病院経営は数年前から悪化して
いた。手を打てなかった市長の責
任である。予算をつけて改築すべ
きだ。コートを着ないと寒くて廊
下を歩けない病院が他にどこにあ
るのか。

　収支の改善が必須であることな
どから、市の判断を支持するが、
発表が唐突だったことを反省する
とともに、病院スタッフの声を聞
き、可能な修繕や整備等は早急に
対応するよう申し添える。

　私が市長のときに、本町活性化
のために使ってほしいと譲り受け
た。老朽化して危険だと言うなら、
なぜ２年間も放置したのか。その
ほうが問題である。この施設を公
の施設として使わないのは、行政
の不作為である。

　地域クラブはほぼボランティア
で活動しているところが多い。部
活動地域移行を進めることは、地
域の負担増になる。教職員側の意
見だけでなく、地域の声も聞いて
進めなければならない。

　市長は、病院の老朽化の深刻さ
をどれだけ把握しているのか。深
刻な老朽化は一刻も放置できな
い。それを知らずにいた市長が、
机上で行った改築着手停止の判断
と言わざるを得ない。

発議案第 13 号に対して

請願第４号に対して

議案第 138 号に対して市長提出の全議案等に対して審 議 結 果

賛否が分かれた議案等、私はこう判断！

◎：全員賛成で可決　○○：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決

討 論
　討論とは、提案された議案等に
対して、議員が賛成か反対かを表
明するものです。討論の内容も踏
まえて、採決に進みます。

件　名 審議
結果 件　名 審議

結果

議案第114号 令和6年度上越市一般会計補正予算（第６号） ◎ 議案第131号 上越市立公民館条例の一部改正について ◎

議案第115号 令和6年度上越市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◎ 議案第132号 上越市体育施設条例の一部改正について ◎

議案第116号 令和6年度上越市診療所特別会計補正予算（第１号） ◎ 議案第133号 上越市大島堆肥センター条例の廃止について ◎

議案第117号 令和6年度上越市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎ 議案第134号 字の変更について ◎

議案第118号 令和6年度上越市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ◎ 議案第135号 市道路線の廃止について ◎

議案第119号 令和6年度上越市病院事業会計補正予算（第２号） ◎ 議案第136号 市道路線の認定について ◎

議案第120号 令和6年度上越市下水道事業会計補正予算（第２号） ◎ 議案第137号 財産の処分及び無償譲渡について ◎

議案第121号 令和6年度上越市ガス事業会計補正予算（第２号） ◎ 議案第138号 財産の無償譲渡について ○

議案第122号 令和6年度上越市水道事業会計補正予算（第２号） ◎ 議案第139号 指定管理者の指定について（上越市市民プラザ） ◎

議案第123号 上越市下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用す
ることに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について ◎ 議案第140号 指定管理者の指定について（上越文化会館） ◎

議案第124号 職員定数条例の一部改正について ◎ 議案第141号 指定管理者の指定について（菱の里） ◎

議案第125号 上越市手数料条例の一部改正について ◎ 議案第142号 新潟県市町村総合事務組合規約の変更について ◎

議案第126号 上越市市税条例等の一部改正について ◎ 報告第10号 専決処分した事件の承認について（令和６年度上越市一般
会計補正予算（専第２号）） ◎

議案第127号 上越市法定外公共物管理条例及び上越市準用河川管理条例
の一部改正について ◎ 請願第4号 「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方

改革、長時間労働是正に係る意見書の採択を求める請願書 ×

議案第128号 上越市空き家等の適正管理及び活用促進に関する条例の一
部改正について ◎ 諮問第7 ～ 9号 人権擁護委員候補者の推薦について ◎

議案第129号 上越市食料・農業・農村基本条例の一部改正について ◎ 発議案第12号 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書の
提出について ◎

議案第130号 上越市ガス供給条例の一部改正について ◎ 発議案第13号 上越地域医療センター病院の早期建設を求める決議について ×

久比岐野 市民クラブ つなぐ みらい 日本共産党
議員団 公明党 無所属

審議結果
（賛成：反対）

降
旗
太
地

大
島
美
香

草
間
和
幸

安
田
佳
世

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

橋
本
洋
一

飯
塚
義
隆

江
口
修
一

熊
倉
隆
将

山
本
佳
洋

高
山
ゆ
う
子

小
林
和
孝

こ
ん
ど
う
彰
治

本
城
文
夫

平
原
留
美

滝
澤
陽
一

関
川
信
之

宮
﨑
朋
子

牧
井
邦
生

髙
橋
浩
輔

櫻
庭
節
子

石
田
裕
一

平
良
木
哲
也

上
野
公
悦

橋
爪
法
一

西
沢
智
子

山
田
忠
晴

伊
﨑
博
幸

宮
越　

馨

丸
山　

章

滝
沢
一
成

渡
邉　

隆
議案第138号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ × − 可　決（25：６）
請 願 第 ４ 号 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ − 不採択（13：18)
発議案第13号 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ − 否　決（15：16)

○：賛成　×：反対　−：議長（渡邉隆）は採決に加わらない。



二次元コードを読み取ると、その議員の一般質問の動画を視聴できます。

　一般質問とは、議員が市の行政全般にわたって、市長や教育長等に方針・見解・事実の説明・
報告などを求めるものです。今定例会では、25人が登壇し、論戦を繰り広げました。その中か
ら一部抜粋してご紹介します。

皆さんは、どのテーマに関心がありますか？

● 橋本　中川市政 / 高齢者交通事故防止 / 高齢者孤立防止
● 髙橋　謙信公周年記念事業
● 江口　施策間の優先順位
● ストラットン　ペットツーリズム / 異世代ホームシェア
● こんどう　市長公約 / 中学校部活動の地域移行
● 飯塚　工業団地整備 / グラウンド・ゴルフ
● 大島　雁木町家
● 石田　越後田舎体験 / 郷人会
● 熊倉　103 万円の壁
● 西沢　５歳児健診 / 小児インフルエンザワクチン接種助成
● 山田　林業振興 / 医療的ケア児・者対策
● 関川　うみがたり / 保倉川放水路
● 宮﨑　クマ被害対策
● 降旗　若者表彰 / こどもプール
● 山本　改正地方自治法 / 学校給食調理員
● 滝沢　帯状疱疹ワクチン / 農村公園 / 春日山城跡
● 安田　結婚・子育て・しごと / 令和７年度予算
● 上野　103 万円の壁 / マイナ保険証
● 本城　ガス事業 / 水道基幹管路の耐震化 / 小中学校敷地の借地料
● 丸山　未来創生スペシャルセンター
● 高山　公共施設のＷｉ－Ｆｉ / フリースクール
● 伊﨑　妙高・斑尾エリアリゾート開発の影響
● 平良木　柏崎刈羽原発
● 橋爪　原子力災害・屋内退避
● 宮越　新潟労災病院・上越地域医療センター病院 / 中川市長の資質

11ページ

12 ページ

13 ページ

14 ページ

15 ページ

16 ページ

17 ページ

18 ページ

19 ページ
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通
年
観
光
に
49
億
円
か
け
る
よ
り
、
産
業
振
興
や
企

業
誘
致
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
の
通
年
観
光
計
画
は
、
令
和
12
年
度
ま
で
に
具

体
化
を
目
指
す
施
策
の
構
想
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、

今
後
の
事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、
財
源
と
優
先
順
位
を
勘

案
し
て
実
施
を
判
断
す
る
。

　
　

謙
信
公
の
没
後
４
５
０
年
、
生
誕
５
０
０
年
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

　
　

謙
信
公
の
周
年
は
、
記
念
す
べ
き
重
要
な
節
目
と
認

識
し
て
い
る
。
令
和
10
年
の
没
後
４
５
０
年
は
「
偲
ぶ
も

の
」、
令
和
12
年
の
生
誕
５
０
０
年
は
「
祝
う
も
の
」
と
、

２
つ
の
節
目
を
〝
静
と
動
〟
と
い
う
性
格
を
異
に
す
る
一

連
の
周
年
と
捉
え
つ
つ
、
記
念
事
業
と
し
て
は
生
誕

５
０
０
年
を
主
軸
に
置
い
て
実
施
す
る
。
実
行
委
員
会
の

立
ち
上
げ
は
令
和
８
年
度
を
視
野
に
入
れ
、
令
和
７
年
度

に
か
け
て
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
る
。

　
　

宮
城
県
多
賀
城
市
の
「
多
賀
城
創
建
１
，
３
０
０
年

記
念
事
業
」
の
実
行
委
員
会
は
、
名
誉
会
長
に
宮
城
県
知

事
、
副
会
長
に
宮
城
県
教
育
長
を
迎
え
、
県
と
の
連
携
を

明
確
に
打
ち
出
し
た
。
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

県
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
検
討
し
た
い
。

　
　

記
念
事
業
を
計
画
・
実
施
す
る
に
当
た
り
「
誰
の
た

め
の
、
何
の
た
め
の
事
業
な
の
か
」
と
い
っ
た
目
的
を
明

確
に
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
「
未
来
の
上
越
市
民
に
ど
う
や
っ
て
つ
な
げ
て
い
く

の
か
」
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
上
越
市
の
未
来
が

見
え
る
よ
う
な
事
業
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

気
運
の
醸
成
を
含
め
、
春
日
山
か
ら
市
内
全
域
に
広
が
っ

て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。
春
日
山
城
跡

や
周
辺
の
整
備
も
そ
の
理
念
の
も
と
に
進
め
、
ソ
フ
ト
の

教
育
事
業
等
も
含
め
た
事
業
全
体
を
、
生
誕
５
０
０
年
の

年
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

　
　

中
川
市
政
３
年
間
の
総
括
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
今

後
の
重
点
取
組
と
新
年
度
予
算
へ
の
反
映
は
。

　
　

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
任
期
４
年
目
は
地
域
医
療
体
制
の
確
保
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
優
先
課
題
と
し
、
令
和
７

年
度
予
算
で
は
財
政
健
全
化
に
も
意
を
用
い
つ
つ
、
必
要

な
投
資
を
行
い
た
い
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を

　
　

当
市
の
高
齢
運
転
者
の
実
態
と
交
通
事
故
防
止
施

策
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

65
歳
以
上
の
免
許
保
有
者
は
年
々
増
加
し
、
令
和
５

年
末
に
は
４
万
人
を
超
え
た
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

は
、
啓
発
活
動
や
安
全
教
育
な
ど
を
中
心
と
し
た
取
組
を

推
進
し
て
い
る
。
な
お
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
支
援

と
し
て
タ
ク
シ
ー
券
等
を
交
付
し
て
い
た
が
、
こ
の
事
業

が
免
許
返
納
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
例
が
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
廃
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
立
化
防
止
対
策
は

　
　

孤
立
化
の
実
態
と
防
止
対
策
を
聞
き
た
い
。

　
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、
令
和
６
年
は
１
万
１
，

６
０
０
人
を
超
え
、
５
年
間
で
約
１
，
７
０
０
人
増
加
し

た
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
地
域
で
孤
立
し
な
い
よ

う
、
支
援
が
必
要
な
世
帯
の
状
況
を
把
握
し
、
確
実
に
見

守
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

橋
本　
洋
一
（
久
比
岐
野
）

中
川
市
政
３
年
の
総
括
と

今
後
の
重
点
取
組
は

髙
橋　
浩
輔
（
み
ら
い
）

謙
信
公
の
周
年
記
念
事
業
を

意
義
あ
る
も
の
に
！

江
口　
修
一
（
久
比
岐
野
）

通
年
観
光
と
産
業
振
興
、

施
策
の
優
先
順
位
は
？

通年観光計画の中で、観光拠点施設の整備が計画されています。

ＱＱ

ＱＱＱ

Ｑ AA

AAA

A

ＱA

建設費21億円の
観光拠点施設
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雪
国
の
知
恵
を
象
徴
し
、
上
越
市
の
歴
史
文
化
を
代

表
す
る
雁
木
町
家
の
価
値
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
と
保
存

に
向
け
た
取
組
、
今
後
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

　
　

雁
木
町
家
が
連
坦
す
る
街
並
み
は
、
江
戸
時
代
か
ら

受
け
継
が
れ
た
歴
史
・
文
化
資
産
で
あ
り
、
観
光
資
源
で

も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
雁
木
整
備
事
業
補
助
金
で
新
築
55

件
、
修
繕
１
０
２
件
、
段
差
解
消
12
件
を
支
援
し
て
お
り
、

旧
今
井
染
物
屋
や
町
家
交
流
館
高
田
小
町
は
町
の
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
保
全
条
例
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

雁
木
町
家
の
防
火
対
策
は

　
　

令
和
６
年
に
本
町
で
３
件
の
火
災
が
発
生
し
た
が
、

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た

防
火
・
消
防
対
策
に
つ
い
て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
　

上
越
地
域
消
防
局
と
市
消
防
団
は
、
消
防
・
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
住
民
43
人
が
参
加
し
た
。
避
難
体
制
や
延

焼
防
止
を
再
確
認
し
た
が
、
高
齢
者
な
ど
要
支
援
者
の
迅

速
な
避
難
が
課
題
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
防
災
訓
練

を
重
ね
て
地
域
消
防
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
連
動
型
火
災
警
報
器
に
係

る
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　

住
宅
用
の
警
報
器
設
置
率
は
94
％
で
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
が
、
連
動
型
は
設
置
が
義
務
で
は
な
い
た

め
把
握
し
て
い
な
い
。
現
時
点
で
補
助
制
度
は
検
討
し
て

お
ら
ず
、
防
火
・
消
防
対
策
に
注
力
し
て
い
く
。

　
　
「
越
後
田
舎
体
験
事
業
」
の
事
務
局
が
、
上
越
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
な
っ
て
２
年
が
経
過
す
る
。
こ

の
事
業
は
、
交
流
人
口
拡
大
も
含
め
、
重
要
な
事
業
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

当
市
の
農
山
漁
村
地
域
に
お

け
る
「
な
り
わ
い
」
の
一
つ
に
な

り
得
る
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
の
持
つ
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
い
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
発
掘
に

も
意
を
用
い
な
が
ら
、
受
入
れ
人
数
の
拡
大
に
努
め
る
。

ま
た
、
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
組
織
強
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

郷
人
会
の
支
援
を

　
　
「
東
京
浦
川
原
会
」
の
よ
う
な
故
郷
上
越
を
想
う
団

体
が
、
会
員
と
役
員
の
高
齢
化
や
減
少
等
に
よ
り
解
散
を

迫
ら
れ
て
い
る
。
郷
人
会
の
交
流
が
続
く
よ
う
に
、
市
と

し
て
何
か
支
援
で
き
な
い
か
。

　
　

会
員
数
の
減
少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
郷
人
会
の

現
状
等
を
鑑
み
、
令
和
６
年
４
月
に
ふ
る
さ
と
応
援
室
を

設
置
し
、
首
都
圏
で
の
魅
力
発
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
各
区
の
郷
人

会
と
連
携
を
密
に
し
て
、
会
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、
組
織
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　

減
税
に
よ
り
手
取
り
が
増
え
る
制
度
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
こ
の
政
策
は
評
価
す
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
、
一
方
で
相
応
の
税
収
減
と
な
る
こ
と
も
指
摘
を
さ
れ

て
い
る
。
報
道
に
あ
る
よ
う
に
現
行
の
１
０
３
万
円
か
ら

１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
場
合
、
１
０
３
万
円
の
壁
撤

廃
が
当
市
に
も
た
ら
す
影
響
は

ど
の
程
度
か
、
地
方
交
付
税
と

住
民
税
双
方
の
観
点
か
ら
聞
き

た
い
。
ま
た
、
減
収
が
子
育
て

政
策
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

減
収
と
な
ら
な
い
仕
組
み
が
備

わ
っ
て
お
り
、
直
ち
に
地
方
自

治
体
の
税
収
減
に
は
な
ら
な
い
。

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
減
収
分

の
３
／
４
は
普
通
交
付
税
で
補

填
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
１
／
４
に
当
た
る
７
・

５
～
10
億
円
は
減
収
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
市
長
公
約
と
し

て
掲
げ
た
子
育
て
支
援
な
ど
の

取
組
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　

市
長
は
、
公
約
で
子
育
て
全
国
一
を
目
指
す
と
し
て

い
る
が
、
現
状
で
全
国
一
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

公
約
は
、
市
全
体
で
目
指
す
政
策
の
方
向
性
や
あ
り

た
い
姿
を
示
し
た
も
の
で
、
一
定
の
基
準
や
個
々
の
事
業

の
結
果
か
ら
一
律
に
評
価
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

雁
木
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
と
発
言
し
た
が
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
市
で

は
、
地
域
と
協
働
で
景
観
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
　

火
事
で
焼
失
し
た
雁
木
の
再
建
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

雁
木
整
備
事
業
補
助
金
の
制
度
も
あ
る
が
、
地
域
の

意
向
を
確
認
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
。

　
　

副
市
長
４
人
制
と
政
策
諮
問
委
員
に
つ
い
て
、
任
期

中
の
達
成
を
断
念
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　

時
間
的
な
制
約
で
困
難
と
判
断
し
た
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
係
る
課
題
は

　
　

部
活
動
指
導
員
の
配
置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

専
門
性
の
高
い
指
導
を
行
い
、
大
会
の
引
率
や
監
督

も
担
当
で
き
る
部
活
動
指
導
員
を
、
令
和
６
年
11
月
末
現

在
で
11
校
に
18
人
配
置
し
て
い
る
。

　
　

平
日
も
部
活
動
が
廃
止
さ
れ
る
方
向
に
な
っ
た
場

合
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
確
保
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　

平
日
は
仕
事
を
し
て
い
る
方
が
多
い
た
め
、
休
日
よ

り
も
困
難
で
あ
る
。
休
日
の
進
捗
状
況
等
を
検
証
し
な
が

ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

　
　
「
ペ
ッ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
す
る
考
え
は
。

　
　

観
光
地
域
づ
く
り
の
観
点
で
研
究
し
て
い
く
。

　
　

動
物
を
取
り
巻
く
諸
課
題
解
決
の
た
め
、
環
境
基
本

計
画
に
動
物
愛
護
に
関
す
る
体
制
を
記
載
し
て
は
。

　
　

次
回
改
定
時
に
検
討
す
る
。

　
　

廃
校
等
を
活
用
し
、
民
間
動
物
愛
護

団
体
も
利
用
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
や
ペ
ッ
ト

避
難
所
な
ど
を
併
設
し
た
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
費
を
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

市
独
自
の
助
成
制
度
は
、
多
頭
飼
育
等
の
発
生
状
況

を
注
視
し
つ
つ
、
必
要
性
を
含
め
て
検
討
す
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　
　

単
身
高
齢
者
と
血
縁
関
係
の
な
い
若
者
が
共
同
生

活
を
送
る
「
異
世
代
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
導
入
の
考
え
は
。

　
　

マ
ッ
チ
ン
グ
の
難
し
さ
を
含
め
、
現
時
点
で
は
困
難

だ
が
、
世
代
間
交
流
の
取
組
な
ど
に
意
を
用
い
て
い
く
。

　
　

人
と
つ
な
が
り
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
島
根
県
雲
南
市
な
ど
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
」
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
要
と
し
て
地
域

の
関
係
者
と
連
携
を
図
り
、
地
域
支
え
合
い
に
取
り
組
ん

で
い
る
た
め
、
新
た
に
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

　
　

大
潟
工
業
団
地
に
お
け
る
整
備
の
進
捗
状
況
と
、
今

後
の
需
要
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　

一
部
の
地
権
者
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

用
地
取
得
に
向
け
て
丁
寧
に
説
明
を
重
ね
て
い
く
。
整
備

手
法
に
よ
っ
て
部
分
的
な
分
譲
が
可
能
か
を
検
討
し
、
企

業
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
毎
年
約
４
ha
の

分
譲
実
績
を
踏
ま
え
る
と
、
大
潟
工
業
団
地
分
譲
後
に
お

い
て
も
事
業
用
地
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
新
た
な
工
業
団

地
の
需
要
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

黒
井
藤
野
新
田
線
の
沿
線

は
、
新
規
工
業
団
地
と
し
て
最

も
潜
在
的
な
魅
力
が
高
い
地
区

で
は
な
い
か
。

　
　

立
地
の
優
位
性
の
観
点
か

ら
、
交
通
の
利
便
性
に
優
れ
た

場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
新
設

　
　

令
和
５
年
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
専
用
コ
ー
ト
の
新
設
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
し
た
が
、
そ
の
結
果

は
ど
う
か
。

　
　

福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
広
場
が
適
し
た
コ
ー
ト
な
の
か
、

試
行
的
に
競
技
し
て
き
た
。
専
用
コ
ー
ト
と
し
て
適
地
で

あ
れ
ば
令
和
７
年
度
予
算
に
反
映
し
、
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

大
島　
美
香
（
久
比
岐
野
）

雁
木
町
家
の
価
値
保
全
を

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子（
久
比
岐
野
）

ペ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

ま
ち
上
越
を
め
ざ
し
て
！

こ
ん
ど
う　
彰
治（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
長
公
約
の
現
状
は

企
業
誘
致
で
地
域
経
済
の

活
性
化
を

飯
塚　
義
隆
（
久
比
岐
野
）

石
田　
裕
一
（
み
ら
い
）

越
後
田
舎
体
験
事
業
で

交
流
人
口
拡
大
を
！

熊
倉　
隆
将
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１
０
３
万
円
の
壁
撤
廃
の

効
果
と
影
響
は

ＱＱ AA ＱAA ＱＱＱ AA

黒井藤野新田線　視察の様子

ＱＱＱ AAA ＱＱ AAＱA

ＱＱＱ AAA

ＱAＱAＱA

ＱAＱA

ＱA

大島区嶺「農業体験」
神奈川県川崎市の中学生
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改
正
地
方
自
治
法
、
特
に
国
が
地
方
自
治
体
に
指
示

で
き
る
「
補
充
的
指
示
権
」
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
の
本

旨
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
恐
れ
は
な
い
か
。

　
　

国
が
地
方
自
治
体
へ
の
指
示
権
を
行
使
す
る
際
は
、

地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
「
住
民
自
治
」
と
「
団
体
自
治
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
地
方
の
自
主
性
と
自
立
性
を
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
。
国
は
地
方
と
緊
密
な
情
報
共
有
や
意
思
疎

通
を
図
り
、
地
方
の
実
情
を
考
慮
し
た
指
示
内
容
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
住
民
自
治
と
団
体
自
治
を
確
保
す

る
た
め
、
様
々
な
首
長
と
意
見
交
換
し
て
い
く
。

民
間
委
託
学
校
給
食
調
理
員
の
賃
金
と
人
員
体
制
は

　
　

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
対
す
る
市
の
対
応
や
、
委
託

業
者
の
運
営
に
対
す
る
予
算
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

委
託
業
者
の
調
理
員
の
賃
金
は
、
各
事
業
者
が
独
自

に
定
め
て
お
り
、
市
は
関
与
し
な
い
た
め
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。
調
理
員
の
配
置
状
況
は
、
契
約
前
に
市
の
基
準

と
照
合
・
確
認
し
、
契
約
後
も
栄
養
士
が
巡
回
指
導
で
適

切
性
を
確
認
し
て
い
る
。
業
務
委
託
は
、
３
年
間
の
長
期

契
約
を
結
ん
で
お
り
、
約
８
割
が
調
理
員
の
人
件
費
だ

が
、
令
和
５
年
度
に
事
業
者
か
ら
人
件
費
高
騰
に
対
応
す

る
要
望
が
あ
り
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
た
。
契

約
期
間
中
の
変
更
契
約
は
、
事
業
者

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
予
算
確
保
を
含

め
検
討
し
た
い
。

　
　

上
越
市
表
彰
の
意
義
と
、
市
民
や
地
域
社
会
に
与
え

る
具
体
的
な
効
果
は
何
か
。

　
　

市
政
の
進
展
、
産
業
の
振
興
、
文
化
の
向
上
、
市
民

の
福
祉
の
増
進
に
尽
く
し
、
そ
の
功
績
が
著
し
い
方
や
、

市
民
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
行
い
を
さ
れ
た
方
を
表
彰

し
、
長
年
に
わ
た
る
活
動
な
ど
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
制
度
で

あ
り
、
当
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　

若
者
へ
の
表
彰
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　
　

若
者
の
活
躍
に
焦
点
を
当
て
た
顕
彰
の
方
法
と
し

て
、
上
越
市
表
彰
を
活
用
す
る
こ
と
は
同
制
度
の
趣
旨
を

踏
ま
え
る
と
困
難
で
あ
る

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
若

者
の
活
動
を
紹
介
す
る
な

ど
、
工
夫
し
た
い
。

こ
ど
も
プ
ー
ル
廃
止
の
背
景
と
今
後
の
活
用
は

　
　

12
か
所
の
こ
ど
も
プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
理
由
は
。

　
　

老
朽
化
が
進
み
、
令
和
５
年
度
は
ピ
ー
ク
時
の
１
割

程
度
に
利
用
者
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
関
係
者
へ

の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
、
必
要
性
の
低
下
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
廃
止
を
決
定
し
た
。

　
　

跡
地
利
用
計
画
や
、
地
域
の
意
見
の
募
集
予
定
は
。

　
　

地
元
か
ら
は
、
芝
生
広
場
の
拡
張
や
多
様
な
世
代
が

利
用
で
き
る
公
園
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
要
望
が
出

て
い
る
。
地
域
の
声
を
も
と
に
、
令
和
７
年
度
中
に
再
整

備
の
方
向
性
を
決
定
で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め
る
。

　
　

令
和
６
年
４
月
、
国
は
ク
マ
類
を
新
た
に
指
定
管
理

鳥
獣
に
加
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
の
被
害
防
止
対
策
は
ど

う
拡
充
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

　
　

こ
の
指
定
に
よ
り
、
国
か
ら
県
に
対
し
て
、
捕
獲
や

被
害
対
策
等
に
係
る
財
政
支
援
が
手
厚
く
な
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
対
策
が
と
ら
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　
　

近
年
、
全
国
で
も
街
な
か
へ
の
ク
マ
の
出
没
が
あ

り
、
市
民
か
ら
不
安
の
声
も
聞
く
が
、
安
心
安
全
の
た
め

の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
環
境
省
の
ク
マ
類
の
出
没
に
対
応
す
る
体
制

構
築
事
業
に
採
択
さ
れ
、
同
省
に
お
い
て
ク
マ
の
生
息
状

況
調
査
と
出
没
ル
ー
ト
の
解
明
、
生
息
域
を
示
す
ゾ
ー
ニ

ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
市
民
へ
の

周
知
は
、
ク
マ
の
生
態
や
自
身
の
身
を
守
る
手
法
を
学
ぶ

学
習
会
の
開
催
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
10
月
に
は
上
越
市
大
型

獣
出
没
対
応
研
修
会
を
実
施
し
、
市
街
地
に
出
没
し
た
際

の
捕
獲
や
周
辺
住
民
へ
の
周
知
、
連
携
手
法
の
確
認
・
共

有
を
行
っ
た
。

　
　

ク
マ
出
没
が
多
い
地
域
の
放
任
果
樹
な
ど
の
除
去

に
つ
い
て
、
補
助
金
制
度
の
検
討
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　

集
落
環
境
診
断
を
実
施
し
、
町
内
会
が
農
地
や
集
落

周
辺
の
草
刈
り
、
放
任
果
樹
の
果
実
の
処
分
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
除
去
に
対
す
る
補
助
は
、
他
自
治
体
で
の

手
法
等
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

う
み
が
た
り
か
ら
離
れ
て
い
る
第
３
駐
車
場
内
で

用
を
足
す
利
用
者
が
い
る
と
い
う
苦
情
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
繁
忙
期
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

ト
イ
レ
利
用
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
策
を
図
る
。

　
　

そ
れ
で
も
改
善
が
図
ら
れ
な
い
場
合
は
、
仮
設
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
の
か
。

　
　

地
権
者
や
近
隣
住
民
と
協
議
の
上
で
、
検
討
す
る
。

　
　

日
本
海
テ
ラ
ス
か
ら
館
外
の
電
柱
と
電
線
が
見
え

て
い
る
が
、
改
善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

令
和
４
年
に
電
柱
を
約
２
ｍ
低
い
も
の
に
変
更
し

た
が
、
技
術
的
に
こ
れ
以
上
電
柱
を
低
く
で
き
な
い
た

め
、
更
な
る
改
善
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
地
中
化
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
た
め
、
考

え
て
い
な
い
。

保
倉
川
放
水
路
整
備
予
定
地
内
の
住
民
へ
の
対
応
は

　
　

整
備
予
定
地
内
の
住
民
は
、
具
体
的
な
移
転
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
分
か
ら
ず
不
安
を
感
じ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
の
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
令
和
５
年
４
月
に
保
倉
川
放
水
路
沿
川
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
を
設
置
し
、
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
国
に
対
し
て
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
早
期

に
示
す
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
　

当
市
の
林
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、
伐
倒
・
枝

払
い
・
玉
切
り
・
集
積
が
可
能
な
高
性
能
機
械
導
入
へ
の

支
援
は
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

当
市
の
林
業
が
産
業
と
し
て
成
長
す
る
上
で
、
木
材

生
産
量
の
増
加
に
資
す
る
取
組
は
重
要
だ
が
、
作
業
従
事

者
の
不
足
な
ど
も
あ
り
、
直
ち
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
担
い

手
の
確
保
・
育
成
の
ほ
か
、

間
伐
や
作
業
道
整
備
等
の

支
援
、
林
業
の
収
益
性
の
向

上
を
目
的
と
し
た
木
材
需

要
の
拡
大
な
ど
、
必
要
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
・
者
へ
の
給
電
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

　
　

人
工
呼
吸
器
に
よ
る
呼
吸
管
理
な
ど
、
医
療
的
ケ
ア

を
日
常
的
に
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
、
災
害
や
停
電
時
に

お
い
て
も
医
療
機
器
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
給
電
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

在
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
災
害

等
の
非
常
時
に
お
い
て
も
電
源
を
確
保
し
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
日
常
生
活
用
具
給
付
制
度
の
品
目
に
電

源
装
置
を
追
加
し
、
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

給
電
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
考
え
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。

　
　

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
と
発
達
の
た
め
、「
５

歳
児
健
診
」
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

現
在
行
っ
て
い
る
幼
児
期
の
支
援
に
加
え
、
新
た
に

５
歳
児
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
医
師
に
よ
る
診
察
の

ほ
か
、
栄
養
や
子
育
て
等
の
専
門
相
談
な
ど
、
よ
り
一
層

き
め
細
か
な
対
応
が
図
ら
れ

る
と
考
え
る
。
今
後
、
医
療

機
関
等
と
の
調
整
や
具
体
的

な
実
施
方
法
、
実
施
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
整

備
、
就
学
時
健
診
と
の
連
携

な
ど
、
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を

　
　

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
13
歳
未
満
ま

で
は
２
回
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
接
種
費
用
を

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
社
会
全
体
の
流
行

を
抑
止
す
る
デ
ー
タ
が
十
分

に
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
任

意
接
種
と
な
っ
て
い
る
。
市

で
は
、
他
の
任
意
接
種
と
同

様
に
、
現
時
点
で
は
費
用
助

成
を
行
う
考
え
は
な
い
。

宮
﨑　
朋
子
（
つ
な
ぐ
）

深
刻
化
す
る
鳥
獣
被
害

対
策
に
ど
う
取
り
組
む
？

山
本　
佳
洋
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

改
正
地
方
自
治
法

市
の
対
応
は

降
旗　
太
地
（
久
比
岐
野
）

若
者
へ
の
表
彰

市
の
考
え
は

西
沢　
智
子
（
公
明
党
）

５
歳
児
健
診
の
実
施
を
！

山
田　
忠
晴
（
公
明
党
）

高
性
能
機
械
導
入
で

林
業
促
進
の
支
援
を

関
川　
信
之
（
つ
な
ぐ
）

上
越
市
立
水
族
博
物
館

う
み
が
た
り
の
施
設
改
善

ＱAＱA

ＱAＱA

ＱAＱAA ＱＱA

ＱＱ AAＱA

ＱAＱAAA ＱＱ

ＱAＱA
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人
口
減
少
や
電
力
需
要
の
増
加
で
、
ガ
ス
販
売
量
が

低
下
し
て
い
る
。
大
口
需
要
拡
大
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

新
た
な
企
業
進
出
や
団
地
開
発
な
ど
の
情
報
を
、
市

長
部
局
と
も
共
有
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

ガ
ス
料
金
の
適
正
化
や
受
益
者
負
担
の
軽
減
、
市
独

自
の
支
援
策
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
　

ガ
ス
料
金
の
改
定
は
必
要
最
低
限
の
利
益
を
確
保

す
る
に
留
め
、
適
正
な
水
準
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
物
価
高
対
策
の
支
援
を

実
施
す
る
が
、
市
独
自
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ガ
ス
事
業
が
民
間
に
譲
渡
さ
れ
る
懸
念
は
な
い
か
。

　
　

内
部
留
保
資
金
が
、
第
３
次
ガ
ス
事
業
中
期
経
営
計

画
の
計
画
値
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
段
階

で
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
は
考
え
て
い
な
い
。

水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
は

　
　

今
後
の
水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
は
ど
う
か
。

　
　

更
新
時
期
を
前
倒
し
し
て
、
28
・
６
㎞
の
基
幹
管
路

の
耐
震
化
を
予
定
し
て
い
る
。

小
中
学
校
敷
地
の
借
地
料
の
見
直
し
を
！

　
　

契
約
更
新
時
に
お
け
る
地
権
者
と
の
協
議
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　

借
地
料
が
適
正
な
水
準
と
な
る
よ
う
見
直
し
等
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
市
有
地

と
の
交
換
も
含
め
、
地
権
者
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　

新
上
越
市
の
誕
生
か
ら
、
20
年
経
過
し
た
が
、
こ
の

間
、
特
に
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
想

定
以
上
に
進
ん
で
い
る
う
え
、
課
題
が
一
向
に
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。「
空
き
家
が
増
え
、人
も
減
っ
て
困
る
。
我
々

の
区
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
の
切
実
な
声
を
聞
く
た

び
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
。
現
状
を
打
開
す
べ
く
、
総

合
事
務
所
の
抜
本
的
見
直
し
と
同
時
に
、
ま
ち
づ
く
り
振

興
会
等
を
統
合
し
、
地
域
振
興
を
力
強
く
推
進
で
き
る
新

た
な
組
織
「
未
来
創
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
、
次

の
内
容
で
13
区
に
設
立
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
組
織
形
態
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
【
設
置
場
所
】現
総
合
事
務
所

等
【
業
務
】地
域
振
興
等
【
人
事
体
制
】①
ま
ち
づ
く
り

振
興
会
等
の
会
長
を
理
事
長
に
充
て
、
職
員
は
そ
の
ま
ま

移
管
②
市
職
員
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
５
名
程
度
出
向
さ

せ
る
③
区
在
住
者
の
採
用
④
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

【
財
源
】市
の
補
助
金
・
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
等
の
財
産
・

ふ
る
さ
と
納
税
他
【
期
待
効
果
】地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
た
う
え
で
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
価
値
あ
る
投
資
や

効
果
的
な
施
策
を
実
行
で
き
る
な
ど
、
行
政
職
員
が
積
極

的
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
る
。

　
　

地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
総
合
事
務
所
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理
し
、
必
要

な
見
直
し
を
行
う
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
地
域
協
議
会

や
地
域
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
具
体
的
な
制
度

設
計
に
入
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
際
、
議
員
提
案

の
考
え
方
や
手
法
に
つ
い
て
参
考
に
し
た
い
。

　
　

令
和
６
年
９
月
末
か
ら
、
７
つ
の
公
共
施
設
の
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
特
に
市
民
プ
ラ

ザ
と
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
は
利
用
者
が
多
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
考
え
る
が
、
今
後
の
整
備
予
定
は
。

　
　

最
近
は
、
格
安
プ
ラ
ン
の
普
及
等
も
あ
り
、
一
時
的

な
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
、
ギ
ガ
を
大
量
消
費
し
な
い
こ
と
か

ら
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
を
終
了
し
た
。

　
　

高
校
生
が
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
で
「
高
校
生
の
居
場
所
づ

く
り
」
の
実
証
実
験
を
行
い
、
１
番
目
の
要
望
が
「
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
で
あ
っ
た
。
現
在
、

高
校
生
の
７
割
が
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
勉
強
し
、
ミ
ュ
ゼ
雪

小
町
で
も
多
数
の
学
生
が
勉
強
し
て
い
る
。
オ
ー
レ
ン
プ

ラ
ザ
同
様
に
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
の
整
備
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　

高
校
生
の
居
場
所
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
と
は

　
　

こ
こ
数
年
、
様
々
な
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
増
え
て
い

る
が
、
不
登
校
児
童
や
生
徒
に
関
す
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

事
業
者
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

児
童
生
徒
の
出
席
や
成
績
評
価
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め
、
多
様
な
学
び
を
保
障
す
る
。

　
　
「
１
０
３
万
円
の
壁
撤
廃
」
問
題
は
、
国
民
民
主
党

と
与
党
の
政
略
が
優
先
さ
れ
、
地
方
は
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
る
。
当
市
の
税
収
は
大
き
な
減
収
に
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
の
施
策
推
進
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
生
じ
る
か
。

　
　

仮
に
個
人
市
民
税
の
非
課
税
限
度
額
が
現
行
の
年

収
１
０
３
万
円
か
ら
１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

場
合
、
お
よ
そ
30
億
か
ら
40
億
円
程
度
の
税
収
減
と
な

る
。
こ
れ
に
伴
う
普
通
交
付
税
の
増
加
を
見
込
ん
で
も
、

７
・
５
億
か
ら
10
億
円
の
減
収
に
な
る
と
試
算
し
て
お
り
、

今
後
の
施
策
や
健
全
財
政
の
維
持
を
は
じ
め
、
市
政
運
営

全
般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る
。
家
計
の

負
担
が
増
す
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う
、
国
に
お
い
て
十
分

な
配
慮
が
必
要
だ
。

現
行
の
保
険
証
の
継
続
を
求
め
よ

　
　

現
行
の
保
険
証
は
何
の
不
便
も
な
い
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
を
紐
づ
け
る
こ
と
は
や
め
て
、
従

来
の
保
険
証
を
継
続
す
る
よ
う
国
に
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

当
市
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
、
令
和
６
年
９

月
末
現
在
で
国
民
健
康
保
険
で
は
28
・
５
％
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
19
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
全
国
平
均
16
・
５
％
、
14
・
８
％
と
比
べ
て
も
高
い
。

国
の
施
策
で
あ
る
た
め
、
一
保
険
者
と
し
て
従
来
の
保
検

証
の
継
続
を
要
望
す
る
考
え
は
な
い
が
、
引
き
続
き
、
市

民
へ
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

令
和
６
年
度
実
施
の
「
若
者
世
代
・
子
育
て
世
代
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
出
産
や
子
育
て
が
し
や
す
い
と

思
う
割
合
が
前
回
か
ら
約
30
％
減
少
し
て
39
・
９
％
と

な
っ
て
い
る
。
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　

前
回
調
査
時
が
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
時
期
で
満

足
度
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
前
回
調
査
以
降
の
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
り
、
子
育
て
に
不
安
や
負
担
を
感
じ
や
す
い

時
期
が
続
い
た
こ
と
が
要
因
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
現
状
は
。

　
　

結
婚
を
希
望
す
る
人
の
割
合
が
８
割
を
下
回
り
、
出

会
い
の
場
づ
く
り
や
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
促
進
を
求
め
る
声
が
多
い
。
出
産
・
子
育
て
に
関
し

て
は
、
理
想
と
す
る
子
ど
も
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

経
済
的
負
担
や
心
理
的
・
肉
体
的
な
負
担
感
、
仕
事
へ
の

影
響
が
要
因
と
す
る
声
が
増
え
て
い
る
。
し
ご
と
に
関
し

て
は
、
就
労
を
希
望
す
る
職
種
と
現
状
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

や
、
職
場
環
境
や
労
働
条
件
の
改
善
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

高
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

令
和
７
年
度
予
算
編
成
方
針
は

　
　

物
価
や
人
件
費
の
高
騰
、
財
政
調
整
基
金
の
減
少
な

ど
の
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
ど
の
よ
う
に
事
業

の
改
善
・
見
直
し
・
廃
止
を
行
う
か
。

　
　

創
意
工
夫
に
よ
り
政
策
推
進
の
原
資
を
生
み
出
し
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
し
、
歳

入
の
確
保
と
歳
出
の
適
正
化
に
、
よ
り
一
層
取
り
組
む
。

　
　

定
期
接
種
を
令
和
７
年
春
か
ら
始
め
る
と
の
報
道

も
あ
る
が
、
当
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　

国
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
65
歳
を
対
象
に
定
期
接

種
を
開
始
、
65
歳
を
超
え
る
人
も
接
種
で
き
る
よ
う
５
年

間
の
経
過
措
置
を
設
け
る
と
承
知
し
て
い
る
。
上
越
医
師

会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
等
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

農
村
公
園
の
整
備
を

　
　

市
内
の
農
村
公
園
で
は
遊
具
や
砂
場
が
使
え
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。「
子
育
て
全
国
一
を
目
指
す
」
な
ら
、

子
ど
も
ら
が
遊
ぶ
公
園
が
荒
れ
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。

　
　

施
設
の
定
期
点
検
等
、
適
切
な
管
理
に
努
め
、
経
過

年
数
や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な
修
繕
や
更
新
、

撤
去
を
行
っ
て
い
く
。
引
き
続
き
、
安
全
を
最
優
先
と
し

た
管
理
に
努
め
、
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

春
日
山
城
を
本
来
の
姿
、
土
の
城
に

　
　

春
日
山
城
跡
の
整
備
は
、
本
来
の
姿
で
あ
る
「
土
の

城
」
復
元
を
徹
底
し
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

平
成
11
年
度
か
ら
計
画
的
に
杉
の
伐
採
を
進
め
、
今

で
は
約
１
０
０
年
前
の
古
写
真
に
み
ら
れ
る
丘
陵
尾
根

に
幾
段
に
も
区
切
ら
れ
た
曲
輪
や
空
堀
を
望
め
る
山
容

が
仰
ぎ
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
は
千
貫
門
か
ら
南

は
南
三
の
丸
を
結
ん
だ
範
囲
を
目
標
に
、
杉
の
伐
採
な
ど

植
生
管
理
を
進
め
る
。 滝

沢　
一
成
（
無
所
属
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

い
よ
い
よ
定
期
接
種
へ

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

若
者
の
結
婚
・
子
育
て
・

し
ご
と
等
へ
の
考
え
は
？

上
野　
公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

１
０
３
万
円
の
壁
撤
廃

当
市
へ
の
影
響
は

本
城　
文
夫
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ガ
ス
事
業
の
将
来
は

丸
山　
章
（
無
所
属
）

提
言
「
未
来
創
生
ス
ペ
シ
ャ

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設

高
山　
ゆ
う
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
！

ミュゼ雪小町  交流スペース

市民プラザ  市民コーナー

オーレンプラザ  交流スペース

ＱAＱAＱA

ＱAＱAA Ｑ

ＱAＱA

ＱＱ AAＱAA ＱＱA

ＱA

ＱＱ AAＱA



市民と議会をつなぐ

私たち、広報広聴委員会です！

議会だより 小中学生の議会学習

ホームページなど 議員と気軽にトーク 議場コンサート

議会報告会・意見交換会

今回の議会だよりはいかがです
か？今お読みいただいている議
会だよりは、私たち広報広聴委
員会が作成しています！

議会の内容を報告するための議
会報告会や、市民意見を市政に反
映するための意見交換会を開催
しています。

議会や議員の仕事を知ってもら
うため、小学５・６年生と中学生
を対象に議会学習を実施してい
ます。

ホームページやＹｏｕＴｕｂｅ、
ＳＮＳなどで議会の情報を発信
しています。

気軽に参加できる意見交換の形
が多くの参加者から好評だった
ため、本格実施に移行しました。

試行的に実施しましたが、会期中
は受入体制の確保が困難と判断
しました。

01 02 03

04 05 06

じょうえつ市議会だより 2025冬じょうえつ市議会だより 2025冬 1819

　
　

新
潟
労
災
病
院
は
、
閉
院
後
に
市
が
労
働
者
健
康
安

全
機
構
か
ら
委
譲
を
受
け
、
民
間
の
福
祉
施
設
や
開
業
医

な
ど
に
貸
し
出
し
て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
（
テ
ナ
ン
ト
）
病
院

化
し
、
地
域
医
療
福
祉
病
院
と
し
て
残
す
べ
き
で
あ
る
。

知
事
に
も
伝
え
た
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　

そ
う
し
た
考
え
も
加
味
し
て
、
地
域
医
療
構
想
会
議

で
検
討
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

市
が
、
上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
の
整
備
方
針

を
突
然
変
更
し
驚
い
て
い
る
が
、
今
後
の
方
針
は
ど
う

か
。
老
朽
化
が
著
し
く
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
な
ど
も
ひ
ど
い
。

ル
ン
バ
で
退
治
す
れ
ば
い
い
と
市
長
は
言
っ
た
よ
う
だ

が
、
な
ぜ
早
く
改
築
に
着
手
す
る
と
言
わ
な
い
の
か
。

　
　

２
年
後
に
は
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
辞
職
勧
告
決
議
を
受
け
た
市
長
に
陳
情
効
果
な
し
！

　
　

不
適
切
発
言
に
よ
る
名
誉
棄
損
で
提
訴
さ
れ
て
い

る
が
、
何
を
も
っ
て
争
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

違
法
性
の
確
認
に
係
る
訴
え
の
却
下
と
、
損
害
賠
償

請
求
の
棄
却
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
は
。

　
　

国
会
議
員
等
へ
の
予
算
時
期
の
陳
情
や
、
特
産
品
の

販
路
拡
大
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
っ
た
。

　
　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
な
い
。
新

幹
線
や
火
力
発
電
所
誘
致
、
セ
ン
タ
ー
病
院
の
委
譲
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
、
小
林
古
径
邸
の
取
得
、
加

温
式
消
雪
パ
イ
プ
制
度
の
導
入
な
ど
を
言
う
の
で
あ
る
。

　
　

過
酷
事
故
を
想
定
し
、
放
射
性
プ
ル
ー
ム
が
ど
う
動

く
か
、
最
新
の
気
象
予
報
技
術
な
ど
で
３
６
５
日
間
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
対
策
を
練
る
と
き
の

基
本
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
が
最
大
限
に
起
こ
っ
た
状
態
で

対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
原
子

力
災
害
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。

　
　

元
新
潟
県
避
難
委
員
会
の
委
員
の
方
か
ら
、
令
和
６

年
２
月
24
日
の
気
象
条
件
で
、
放
射
性
プ
ル
ー
ム
が
柏
崎

刈
羽
原
発
か
ら
ど
う
流
れ
る
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
せ
て
も
ら
い
驚
い
た
。
北
風
が
吹
い
た
場
合
、
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
の
柿
崎
、
吉
川
、
大
島
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
通
ら
ず
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
の
板
倉
、
清
里
、
頸
城
、
三
和
な
ど
を
通
る
。

こ
う
な
っ
て
く
る
と
、

こ
う
い
う
事
例
が
３
６

５
日
の
中
で
ど
れ
く
ら

い
あ
る
か
が
重
要
だ
。

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
の
地
域
も

視
野
に
入
れ
て
、
こ
れ

ま
で
の
計
画
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

原
子
力
防
災
に
限
ら
ず
、
新
し
い
事
象
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
さ
ま
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
た
な
プ
ル
ー

ム
の
広
が
り
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
知
見
を
得
て
、

避
難
計
画
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
自
治
体
に
事
前
了
解
権
は
必
要
で
あ
る
と

し
つ
つ
、
他
市
町
村
に
事
前
了
解
権
を
含
む
安
全
協
定
締

結
を
呼
び
か
け
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

事
前
了
解
権
を
主
張
す
る
と
原
発
反
対
派
だ
と
捉
え

ら
れ
か
ね
な
い
が
、
私
（
市
長
）
は
そ
れ
で
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
越
市
民
が
確
実
に
避
難
で
き
る

体
制
を
と
る
に
は
事
前
了
解
権
は
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

そ
れ
は
矛
盾
で
は
な
い
か
。
原
発
や
事
前
了
解
権
を

ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
に
主
体
性
を
出
す
の
か
。

　
　

複
合
災
害
時
の
避
難
の
課
題
解
消
が
最
優
先
と
認

識
し
て
お
り
、
事
故
の
際
に
避
難
で
き
る
か
ど
う
か
確
立

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
の
段
階
で
再
稼
働
は
時
期
尚
早

と
考
え
て
い
る
。
国
が
、
ど
こ
に
ど
う
避
難
す
る
の
か
を

示
す
こ
と
が
責
務
だ
が
、
そ
こ
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
40
年

以
内
の
原
発
の
再
稼
働
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　

非
常
に
重
要
な
答
弁
な
の
で
聞
く
が
、
市
長
に
は
市

民
の
安
全
を
守
る
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

市
民
の
安
心
安
全
が
守
ら
れ
る
た
め
の
事
業
を
今

で
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

で
は
、
避
難
を
す
る
と
い
う
事
態
は
安
全
な
の
か
。

　
　

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
今
、
対
策
を
徹
底
し

て
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

再
度
聞
く
。
避
難
が
必
要
な
事
態
は
安
全
な
の
か
。

　
　

国
と
電
力
会
社
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
安
全
に
事

故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
と
要

求
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　

開
発
の
波
紋
が
上

越
市
に
及
ぶ
可
能
性
、

特
に
市
民
生
活
や
自
然

環
境
、
景
観
に
対
す
る

負
の
影
響
に
つ
い
て
考

え
を
聞
き
た
い
。

　
　

こ
の
度
の
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
規
模
や
、
国

内
で
の
他
地
域
の
事
例

を
踏
ま
え
る
と
、
隣
接

す
る
当
市
で
も
様
々
な
分
野
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

計
画
の
具
体
化
が
進
む
中
で
、
市
民
生
活
や
自
然
環
境
、

更
に
は
地
域
経
済
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
、
他
地
域
の

事
例
も
含
め
、
県
及
び
隣
接
自
治
体
と
も
情
報
を
共
有

し
、
今
後
、
法
令
等
に
基
づ
く
手
続
が
あ
る
場
合
に
は
適

切
に
関
与
し
て
い
く
と
と
も
に
、
必
要
な
備
え
を
進
め
て

い
く
。

　
　

外
国
人
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
特
に
日
本
人
の
国
内
観
光
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
配
慮
し
て
い
く
予
定
か
。

　
　

地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
、
観
光
客
自
身
の
満
足
度
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
に
も

留
意
し
な
が
ら
、
全
て
の
観
光
客
か
ら
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
発
計
画
な
ど
様
々
な
情
報
収
集
を

行
う
中
で
、
新
潟
県
、
隣
接
市
等
と
共
に
必
要
な
対
応
を

確
認
し
て
い
く
。

伊
﨑　
博
幸
（
無
所
属
）

妙
高
・
斑
尾
エ
リ
ア

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
影
響
は

平
良
木　
哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

柏
崎
刈
羽
原
発

再
稼
働
へ
の
姿
勢
は

橋
爪　
法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

原
子
力
災
害
、
屋
内
避
難

計
画
見
直
し
必
要

宮
越　
馨
（
無
所
属
）

労
災
、
セ
ン
タ
ー
病
院

整
備
の
あ
り
方
は

ＱＱ AA

ＱAＱ ＱA AＱAA Ｑ

ＱＱ AA

ＱAＱAＱAＱＱ A



議場に行って傍聴する

●本会議の受付
市役所６階傍聴席前で、
傍聴受付票に記入してから入室する。

●各委員会の受付
市役所５階委員会室で
入室してから傍聴受付票に記入する。

、
 

●本会議の配信
専用サイトでライブ配信と
過去の動画を配信しています。

●各委員会の配信
YouTubeでライブ配信と
過去の動画を配信しています。

ライブ配信・録画を見る

令和７年３月定例会（予定）

日 月 火 水 木 金 土

2/28
本会議（総括質疑）

3/1

2 ３
本会議（総括質疑）

４
農政建設常任委員会

5
農政建設常任委員会

６
文教経済常任委員会

7
文教経済常任委員会

8

9 10
厚生常任委員会

11
厚生常任委員会

12
総務常任委員会

13
総務常任委員会

14 15

16 17
本会議（一般質問）

18
本会議（一般質問）

19
本会議（一般質問）

20　春分の日 21
本会議（一般質問）

22

23 24 25
本会議（採決）

26 27 28 29
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新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

ｂ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
や
上
越
教
育
大
学
で
議

員
と
気
軽
に
ト
ー
ク
を
開
催
し
、様
々

な
世
代
の
方
か
ら
ご
意
見
や
思
い
を

聴
き
ま
し
た
。
皆
様
の
声
が
市
政
を

動
か
す
力
と
な
り
、
上
越
市
の
更
な

る
発
展
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
議
会
だ
よ
り
か
け
は
し

4

4

4

4

が
、

市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

4

4

4

と
な

る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
情
報

を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。降

旗
太
地

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子

副
委
員
長　
櫻
庭　
節
子

委　
　
員　
降
旗　
太
地

　
　
　
　
　
西
沢　
智
子

　
　
　
　
　
山
本　
佳
洋

　
　
　
　
　
関
川　
信
之

　
　
　
　
　
小
林　
和
孝

　
　
　
　
　
上
野　
公
悦

　
　
　
　
　
渡
邉　

隆
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